
技術の詳細知財・関連技術情報

技術のステージ

キーワード：

関連業種

利用分野

4
機
械
・
装
置

第10版 お問い合わせ先 日本原子力研究開発機構
seika.riyou@jaea.go.jp

高温ガス炉の廃熱を有効利用
海水淡水化システムの高度化

高温ガス炉、海水淡水化、多段フラッシュ法

電気業、水道業

 多段フラッシュ型海水淡水化システム(MSF*)にお
いて熱源からの熱回収率増大で淡水製造量が向上

 高効率な濃縮海水加熱器及び熱回収部
 淡水製造量約1.5倍、熱回収量60%⇒100%

＊）MSF：加熱海水を多段の減圧蒸発器中で沸騰・凝縮させて淡水化するシステム 

特許第6090839号
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濃縮海水加熱器

減圧弁

多段フラッシュ型海水淡水化システム

・高温ガス炉ガスタービン発電システム
・多段フラッシュ型海水淡水化システム全般

従来
濃縮海水加熱器の海水出口温度を高めることで淡水製造量が増加

濃縮海水加熱器での高温ガス炉等の熱源から熱回収量が低下

本手法

トレードオフ

複数の加熱セクションを有する濃縮海水加熱器を導入し、高温ガス炉等
からの熱を段階的に回収し、また、各加熱セクションに応じて蒸発負荷
を増加させた熱回収部を導入。
高温ガス炉等の熱源からの熱回収率を増加し、淡水製造量を向上
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